
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
岐阜の旅と大学での講座から水環境を考える特別企画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座講師 岐阜経済大学経済学部 森誠一教授 

テーマ 岐阜県の生物多様性の根拠 

概要 

岐阜県は緑豊かな山と海をつなぐ多くの河川に依拠する県といえます。この生物

地理学的な位置づけに根拠をもつ特徴ある水生生物を中心に、この地域が生物

多様性において日本の中心であることを説明します。また劣化した環境も多く、そ

れを改善するシナリオにも触れます。 

プロフィール 

１９９８年岐阜経済大学経済学部に着任。 専門分野は動物生態学、環境保全

学、社会行動学。現在、経済学部教授。 

トゲウオ科研究の第一人者として知られ、昨年は共同論文が世界で最も権威のあ

る学術誌のひとつ、英国ネイチャー誌に掲載された。（ネイチャー誌掲載は２回目）

 

岐阜経済大学が位置する大垣市は水都と呼ばれ、豊富な地下水で知られています。 

また、揖斐川、長良川、木曽川が流れ、それらの豊かな河川環境には希少な水生生物も数多く 

生息しています。しかし残念ながらその貴重な生物達が環境の変化などにより絶滅すら危惧さ 

れています。この旅により、岐阜県の自然環境の素晴らしさを知っていただくと同時に、大学 

での講座を含め、自然環境について考える契機にしていただければ幸いです。  

       岐阜経済大学 学長 谷江幸雄 

 

 

 

        世界最大級の淡水魚水族館「アクア・トトぎふ」では、飼育担当者のミニ講座も用意されています。 

１ 
１０月１６日 

（土） 

 

名古屋駅＝＝ＣＯＰ10イベント会場(名古屋国際会議場)＝＝岐阜経済大学(森教授の講座)

09:00  ※下車視察 
 

＝＝大垣市街地散策（八幡神社「大垣の湧水」他）＝＝＝下呂温泉（泊） 

                             17:30頃 

２ 
１０月１７日 

（日） 

 

下呂温泉＝＝＝＝＝小坂の滝＝＝＝＝＝郡上市内散策（自由昼食）＝＝＝ 

08:30      ※下車観光 
 

＝アクア・トトぎふ（見学、講座）＝＝＝名古屋駅解散 

               17:30頃 

アクア・トトぎふ外観 

 

食事条件 朝食１回  昼食０回  夕食１回 

宿泊ホテル 
 

    下呂温泉 小川屋 

 


